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査
（
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
）
よ
り
１
・
１
％
増
加
、

人
口
10
万
対
医
師
数
は
２
７
４
・
４
人
と
前
回
調
査

よ
り
５
・
５
人
増
加
し
て
い
る
。

　
従
事
す
る
主
た
る
診
療
科
別
に
み
る
と
、
内
科
が

６
万
１
１
４
９
人
（
18
・
7
％
）
と
最
も
多
く
、
次

い
で
整
形
外
科
２
万
２
５
０
６
人
（
６
・
９
％
）、
小

児
科
１
万
７
７
８
１
人
（
５
・
４
％
）
と
続
い
て
い

る
（
臨
床
研
修
医
等
を
除
く
）。
前
回
調
査
時
よ
り

医
師
数
の
増
加
比
率
が
大
き
い
診
療
科
は
、
美
容
外

　医師の地域偏在を解消するた
め、これまで医学部定員には地域
枠・地元出身者枠が設定されてき
ましたが、全体的な偏在は解消さ
れておらず、また同一県内でも偏
在があることから、2025（令和
７）年度の医学部入学定員から、
医師多数県の臨時定員地域枠を２
割削減し、その削減分を医師少数
県に振り分ける方針が「医師養成
課程を通じた医師の偏在対策など
に関する検討会」で示されていま
す。これまでの偏在対策と具体的
な配分等についてみていきます。

医
師
の
地
域
偏
在
を

解
消
す
る
た
め
に
は

医
師
数
が
増
加
し
て
も

偏
在
は
解
消
さ
れ
ず

　
急
速
な
少
子
高
齢
化
に
伴
う
医
療
需
要
の
伸
び
等

を
踏
ま
え
、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
度
以
降
、
医

学
部
の
入
学
定
員
の
増
員
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

と
く
に
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
以
降
は
前
年
度

比
増
が
続
き
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
は
定
員

９
４
０
３
人
、
そ
の
う
ち
地
域
枠
等
（
※
１
）
を
要

件
と
し
た
臨
時
定
員
は
10
・
3
％
を
占
め
る
な
ど
、

地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師
の
養
成
も

進
め
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。

　
一
方
で
、
医
師
の
地
域
偏
在
・
診
療

科
偏
在
は
従
来
か
ら
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
医
師
の
総
数
が
増
え
れ
ば

解
決
、
と
い
う
単
純
な
構
図
に
は
な
ら

ず
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
か
ら
の

新
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
よ
り
研
修
先

の
病
院
を
自
ら
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
、
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間
が
多

く
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
確
保
し

に
く
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
診
療
科
（
脳

神
経
外
科
、
外
科
等
）
が
選
択
さ
れ
に

く
い
こ
と
等
に
よ
り
、
地
域
偏
在
・
診

療
科
偏
在
は
続
い
て
い
る
。こ
の
た
め
、

医
師
少
数
県
・
区
域
で
は
医
師
不
足
に

よ
る
現
場
の
負
担
増
、
必
要
な
医
療
を

受
け
る
た
め
に
長
距
離
移
動
せ
ざ
る
を

得
な
い
患
者
の
発
生
な
ど
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
な
お
、
現
時
点
で
最
新
の
「
医
師
・

歯
科
医
師
・
薬
剤
師
統
計
」（
２
０
２
２

（
令
和
４
）
年
）
を
み
る
と
、
全
国
の

医
師
数
は
34
万
３
２
７
５
人
と
前
回
調

※１…地域医療に従事する医師を養成することを主たる目的とした学生を選抜する枠
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医学部入学定員と地域枠の年次推移図1

医師養成過程を通じた医師の偏在対策等に関する検討会（第7回）資料１より
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小
児
外
科
・
産
科
・
麻
酔
科
・
救
急
科
・
総
合

診
療
科
・
脳
神
経
外
科
・
感
染
症
内
科
）
に
９

年
間
（
臨
床
研
修
を
含
め
て
11
年
間
）
勤
務

・�

専
攻
す
る
診
療
科
に
制
限
は
な
い
が
、
地
域
派

遣
時
の
診
療
科
は
内
科
・
総
合
診
療
と
す
る（
産

科
、
精
神
科
を
専
攻
す
る
場
合
を
除
く
）

・�

特
定
地
域
の
公
的
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
診
療
科

に
制
限
は
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
医
療
機
関
で

あ
れ
ば
、
産
科
、
小
児
科
、
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
必
要
が
あ
る

・
10
年
間
の
う
ち
４
年
間
以
上
は
、
保
健
医
療
計

画
に
明
記
さ
れ
る
医
師
不
足
地
域
の
特
定
病
院

ま
た
は
と
く
に
不
足
す
る
診
療
科
に
従
事

・�

内
科
・
総
合
診
療
科
・
小
児
科
・
産
婦
人
科
・

外
科
・
救
急
科
・
整
形
外
科
・
精
神
科
　
　
等

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
医
師
少
数
県
の
若

手
（
35
歳
未
満
）
の
医
師
数
は
、
医
師
多
数
県
と
比

較
し
て
伸
び
て
お
り
、
若
手
の
医
師
に
つ
い
て
は
地

域
偏
在
が
縮
小
し
て
き
て
い
る
（
4
頁
図
３
）。
た

だ
し
、
全
体
で
み
る
と
伸
び
率
の
差
は
わ
ず
か
で
あ

り
（
5
頁
図
４
）、
効
果
が
い
き
わ
た
る
に
は
、
相

当
の
時
間
が
か
か
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

医
師
多
数
県
の「
臨
時
定
員
地
域
枠
」を

２
割
削
減
し
医
師
少
数
県
に
振
り
分
け

　
現
在
、
医
師
の
地
域
偏
在
対
策
に
つ
い
て
中
心
と

な
っ
て
検
討
し
て
い
る
「
医
師
養
成
課
程
を
通
じ
た

医
師
の
偏
在
対
策
な
ど
に
関
す
る
検
討
会
」
で
は
、

第
５
回
会
合
（
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
７
月
３
日
）

で
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
医
学
部
定
員
に
つ

い
て
、
医
師
多
数
県
か
ら
「
臨
時
定
員
地
域
枠
」
を

科
（
対
前
回
比
＋
32
・
4
％
）、
ア
レ
ル

ギ
ー
科
（
同
＋
10
・
7
％
）、
産
科
（
同
＋

8
・
9
％
）
等
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

減
少
比
率
が
大
き
い
診
療
科
は
、
気
管
食

道
外
科
（
同
△
4
・
6
％
）、小
児
外
科
（
同

△
4
・
3
％
）、
外
科
（
同
△
3
・
4
％
）

等
と
な
っ
て
い
る
。

　
都
道
府
県
（
従
業
地
）
別
に
み
た
人
口

10
万
対
医
師
数
は
、
徳
島
県
が
３
３
５
・
７

人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
高
知
県
３
３
５

・
２
人
、
京
都
府
３
３
４
・
３
人
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
埼
玉
県
が
１
８
０
・
２
人

と
最
も
少
な
く
、
次
い
で
茨
城
県
２
０

２
・
０
人
、
千
葉
県
２
０
９
・
０
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
①

臨
床
研
修
医
・
専
攻
医
の
大
都
市
集
中
を

防
ぐ
た
め
採
用
上
限
数
（
シ
ー
リ
ン
グ
）

を
設
定
す
る
等
の
医
師
養
成
過
程
に
お
け

る
取
り
組
み
、
②
各
都
道
府
県
で
「
医
師

確
保
計
画
」（
医
療
計
画
の
一
部
）
を
作

成
し
、
医
師
少
数
県
・
区
域
を
対
象
に
医

師
確
保
を
図
る
、③
医
師
の
働
き
方
改
革
に
よ
り
①
、

②
を
支
え
る
、
と
い
っ
た
対
策
が
と
ら
れ
て
き
て
い

る
（
図
２
）。

　
な
お
、
地
域
枠
の
一
部
は
、
専
門
と
す
る
診
療
科

を
特
定
（
推
奨
含
む
）
し
て
要
件
が
課
さ
れ
て
お
り

（
別
掲
参
照
）、
各
都
道
府
県
で
必
要
と
考
え
る
診
療

科
の
医
師
養
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

26
都
道
府
県
（
55
・
3
％
）
に
お
い
て
、
特
定
の
診

療
科
へ
の
従
事
（
推
奨
を
含
む
）
を
要
件
と
す
る
臨

時
定
員
地
域
枠
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
臨
時
定
員

地
域
枠
の
う
ち
、
診
療
科
特
定
（
推
奨
を
含
む
）
の

要
件
が
含
ま
れ
る
の
は
、
約
42
％
（
４
１
０
／

９
７
８
枠
）と
な
っ
て
い
る（
と
も
に
２
０
２
４（
令

和
６
）
年
度
／
文
部
科
学
省
）。

（
別
掲
）
具
体
的
な
診
療
科
特
定
の
例

・�

外
科
、小
児
科
、産
婦
人
科
、救
急
科
、麻
酔
科
お

よ
び
総
合
診
療
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と

・�

救
急
科
、
産
科
、
新
生
児
科
を
選
択
す
る
こ
と

・�

知
事
が
指
定
す
る
県
内
の
医
療
機
関
に
お
い

て
、地
域
医
療
に
必
要
な
診
療
科（
小
児
科
・
外

科
・
呼
吸
器
外
科
・
消
化
器
外
科
・
乳
腺
外
科
・
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各都道府県の取組医師養成過程における取組
【医師確保計画】
○ 医師偏在指標により医師偏在の状況を把握

計画期間の終了時点で確保すべき目標医師数を設定

＜具体的な施策＞
●大学と連携した地域枠の設定

●地域医療対策協議会・地域医療支援センター
・ 地域医療対策協議会は、医師確保対策の方針（医師養
成、医師の派遣調整等）について協議
・ 地域医療支援センターは、地域医療対策協議会の協議
結果に基づき、医師確保対策の事務（医師派遣事務、派遣
される医師のキャリア支援・負担軽減、勤務環境改善支援
センターとの連携等）を実施

●キャリア形成プログラム
・ 「医師不足地域の医師確保」と「派遣される医師の能
力開発・向上」の両立を目的としたプログラム

●認定医師制度の活用
・ 医師少数区域等に一定期間勤務した医師を厚労大臣が
認定する制度を活用し、医師不足地域の医師を確保

【大学医学部】
〇 中長期的な観点から、医師の需要・供給推計に基づき、
国の医師養成数を検討

〇 地域枠（特定の地域や診療科で診療を行うことを条件とし
た選抜枠）の医学部における活用方針を検討

【臨床研修】
〇 全国の研修希望者に対する募集定員の倍率を縮小するとと
もに、都道府県別に、臨床研修医の募集定員上限数を設定

〇 その際、都市部や複数医学部を有する地域について、上限
数を圧縮するとともに、医師少数地域に配慮した定員設定
を行い、地域偏在を是正

【専門研修】
〇 日本専門医機構において、将来の必要医師数の推計を踏ま
えた都道府県別・診療科別の
ング）を設定することで、地域・診療科偏在を是正
（産科等の特に確保が必要な診療科や、地域枠医師等につ
いてはシーリング対象外）

地域の医療を支えている勤務医が、安心して働き続けられる環境を整備することが重要であることから、都道府県ごとに設置された医
療勤務環境改善支援センター等による医療機関への支援を通じて、適切な労務管理や労働時間短縮などの医師の働き方改革を推進。具体
的には、
○ 医療機関における医師労働時間短縮計画の作成や追加的健康確保措置等を通じて、労働時間短縮及び健康確保を行う
○ 出産・育児・介護などのライフイベントを経験する医師が、仕事と家庭を両立できるよう勤務環境の改善を推進

医師の働き方改革

専攻医の採用上限数（シーリ

全

（地域枠医師等）

医師確保対策に関する取組（全体像）図2

医師養成過程を通じた医師の偏在対策等に関する検討会（第7回）資料１より
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地
域
の
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

事
業
を
展
開

　
山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
に
あ
る
社

会
福
祉
法
人
健
輝
会
は
、「
子
ど
も
を

中
心
に
ご
家
族
の
心
と
体
が
げ
ん
き
に

な
れ
る
よ
う
な
医
療
と
保
育
を
目
指

す
」
と
い
う
法
人
理
念
の
も
と
、
地
域

の
子
育
て
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
包
括
的
な

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
法
人
の
沿
革
と
し
て
は
、
県
内
の
小

児
救
急
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
な

か
、
平
成
16
年
に
夜
間
・
休
日
診
療
所

と
し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
、
数
名
の

小
児
科
医
と
診
療
を
開
始
し
、
翌
年
に

医
療
法
人
社
団
健
輝
会
（
理
事
長
・
宮

本
直
彦
氏
）
を
設
立
し
た
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
平
成
21
年
に
現
在
の
開
設
地
に

移
転
し
て
「
げ
ん
き
キ
ッ

ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院

す
る
と
と
も
に
、
甲
府
市

に
あ
る
小
児
初
期
救
急
セ

ン
タ
ー
が
稼
働
し
た
こ
と

に
伴
い
、
診
療
時
間
を
日

中
へ
と
変
更
し
、
地
域
の

小
児
科
専
門
診
療
所
へ
シ

フ
ト
し
た
。
同
時
に
、
同

一
敷
地
内
に
認
可
保
育
所

「
げ
ん
き
夢
保
育
園
」
を

開
設
し
、
医
療
と
保
育
を

一
体
的
に
提
供
す
る
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。
平
成

26
年
2
月
に
社
会
福
祉
法

人
健
輝
会
を
設
立
し
、
保

育
事
業
を
移
管
し
て
お

り
、
平
成
30
年
に
は
認
可

保
育
所
か
ら
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
子
育

て
支
援
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、
平
成
22
年
か
ら
昭

和
町
の
委
託
事
業
と
し
て
病
児
保
育
室

「
ド
リ
ー
ム
」
の
運
営
を
開
始
し
た
こ

と
に
は
じ
ま
り
、
平
成
27
年
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
「
ゆ
め
く
ら
ぶ
」、
平
成

28
年
に
重
症
心
身
障
害
児
の
日
中
一
時

預
か
り
施
設
「
ス
マ
イ
ル
」、
平
成
30

年
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
な
が
れ

星
」、
令
和
6
年
7
月
に
は
産
後
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
「
い
ち
ば
ん
星
」
を
開
設
し
、

子
育
て
支
援
を
包
括
的
に
行
う
体
制
を

強
化
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
す
べ
て
同
一
敷
地

内
で
実
施
し
て
お
り
、
小
児
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
重
症
心
身
障
害
児
日
中
一
時
預

か
り
施
設
を
除
き
、
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
運
営
し
て
い
る
。

　
包
括
的
な
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

だ
経
緯
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
健

地域の子育てニーズに
包括的に支援

　福祉医療機構では、地域の福祉医療基盤の
整備を支援するため、有利な条件での融資を
行っています。今回は、その融資制度を利用
された山梨県中巨摩郡昭和町にある「げんき
夢こども園」を取りあげます。同施設は、小
児科クリニック、病児保育室、重症心身障害
児日中一時預かり施設、子育て支援センター、
産後ケアセンター等を併設し、地域の子育て
ニーズに対応しています。施設概要や実践す
る取り組みについて取材しました。

— 山梨県中巨摩郡昭和町・社会福祉法人健輝会 げんき夢こども園 —

WAM ー 2024.12 ●12

施設の概要施設の概要

〒 709−3863
山梨県中巨摩郡昭和町河東中島 748−2
  TEL   055−268−5577　
  FAX   055−268−5598
  URL   https://www.genkikids-clinic.com/

開　　設：平成 21 年 4 月
理事長／園長：宮本　知子
定　　員：75 人
併設施設：げんきキッズクリニック（小児科、アレ

ルギー科）、重症心身障害児日中一時預かり施設「スマイル」、病児保育室「ドリーム」、子
育支援センター「ながれ星」、放課後児童クラブ「ゆめくらぶ」、産後ケアセンター「いちば
ん星」、一時預かり「にこにこくらぶ」

社会福祉法人 げんき夢こども園健 　 輝 　 会
　　　　　　 　　　　

oka
WAM著作



〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13ヒューリック神谷町ビル9階
独立行政法人福祉医療機構 総務部 広報課
TEL：03-3438-9240 fax：03-3438-9949
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